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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年1月23日(2014.1.23)

【公表番号】特表2013-512977(P2013-512977A)
【公表日】平成25年4月18日(2013.4.18)
【年通号数】公開・登録公報2013-018
【出願番号】特願2012-541432(P2012-541432)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/098    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/28     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/22     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/14     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  65/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/34    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/098   　　　　
   Ｂ０１Ｊ  20/28    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  20/22    　　　Ａ
   Ｂ０１Ｄ  53/14    　　　Ｂ
   Ｂ６５Ｄ  65/02    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月26日(2013.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸素捕捉組成物であって、
（Ｉ）ポリマー樹脂、
（ＩＩ）環状オキシイミドをベースとした有機酸化添加剤、
（ＩＩＩ）金属塩、好ましくは遷移金属塩、
（ＩＶ）犠牲被酸化性基質、及び任意に、
（Ｖ）追加成分
を含むが、但し成分（Ｉ）と（ＩＶ）とが異なることを条件とする、酸素捕捉組成物。
【請求項２】
　成分（ＩＩ）がポリマー樹脂を基準として、０．００１～１０質量％の量で存在し、
成分（ＩＩＩ）がポリマー樹脂を基準として、０．００１～１０質量％の量で存在し、
成分（ＩＶ）がポリマー樹脂を基準として、０．００１～１０質量％の量で存在し、且つ
任意に、
成分（Ｖ）がポリマー樹脂を基準として、０．００１～１０質量％の量で存在する、請求
項１に記載の酸素捕捉組成物。
【請求項３】
　ポリマー樹脂がオレフィンモノマーのホモポリマー及びコポリマー、オレフィンモノマ
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ーとジオレフィンモノマーとのホモポリマー及びコポリマー、環状オレフィン、１つ以上
の１－オレフィン及び／又はジオレフィンと一酸化炭素及び／又は他のビニルモノマーと
のコポリマー並びにポリビニルアルコールからなる群から選択される熱可塑性ポリマーで
ある、請求項１又は２に記載の酸素捕捉組成物。
【請求項４】
　有機酸化添加剤が、Ｎ－（トリチルオキシ）－フタルイミド、Ｎ－（ステアロイルオキ
シ）フタルイミド、Ｎ－（トルエン－４－スルホニルオキシ）－フタルイミド、Ｎ－（２
－ベンゾイルベンゾイルオキシ）－フタルイミド、Ｎ，Ｎ’－ジヒドロキシピロメリト酸
ジイミン及びＮ，Ｎ’－ジステアロイルオキシピロメリトイミドからなる群から選択され
る化合物である、請求項１から３までのいずれか１項に記載の酸素捕捉組成物。
【請求項５】
　Ｃｏ、Ｃｅ、Ｍｎ、Ｃｕ、Ｎｉ、Ｖｄをベースとした金属塩を使用する、請求項１から
４までのいずれか１項に記載の酸素捕捉組成物。
【請求項６】
　犠牲被酸化性基質が、ポリブタジエン、ポリエステル、スクアラン、スクアレン、ポリ
スチレン、ポリリモネン、ポリアルファピネン、ポリベータピネン、ポリノルボルネン、
ポリ乳酸、並びに直鎖状及び分枝鎖状のアルキル鎖Ｃ６～Ｃ３０アルコールの混合物から
なる群から選択される、請求項１から５までのいずれか１項に記載の酸素捕捉組成物。
【請求項７】
　犠牲被酸化性基質がポリテルペン樹脂である、請求項１から５までのいずれか１項に記
載の酸素捕捉組成物。
【請求項８】
　酸素捕捉組成物が、充填剤、強化材、顔料、光安定剤、酸化防止剤、滑り防止及び粘着
防止添加剤、可塑剤、蛍光増白剤、帯電防止剤及び膨張剤を含む群から選択される１つ以
上の追加成分を更に含む、請求項１から７までのいずれか１項に記載の酸素捕捉組成物。
【請求項９】
　有機酸化添加剤が以下の式（Ｉ）
【化１】

（式中、
ｎは１、２又は４であり；
Ｘは＞Ｃ＝Ｏ、＞Ｓ（Ｏ）２又は＞Ｃ（Ｘ１）（Ｘ２）であり；
Ｘ１及びＸ２は互いに独立して水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、置換されていない又は１、
２又は３個の同一又は異なるＣ１～Ｃ４アルキルによって置換されたＣ３～Ｃ１２シクロ
アルキル；あるいは置換されていない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ４アルキルによって
置換されたフェニルであり；
ＹはＣ１～Ｃ３０アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルケニル、置換されていない又は１、２又は
３個のＣ１～Ｃ４アルキルによって置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル；置換されて
いない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ４アルキルによって置換されたＣ５～Ｃ１２シクロ
アルケニル；炭素数６～１０の二環式又は三環式ヒドロカルビル、置換されていない又は
１、２又は３個のＣ１～Ｃ４アルキルによってフェニル上で置換されたＣ７～Ｃ９フェニ
ルアルキル；置換されていない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ４アルキルによってフェニ
ル上で置換されたジフェニルメチル；置換されていない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ４

アルキルによってフェニル上で置換されたトリフェニルメチル；Ｃ２～Ｃ３０アシル、－
ＣＯＯＹ０、Ｃ１～Ｃ３０スルホニル、－Ｓｉ（Ｙ１）３又は－Ｓｉ（ＯＹ２）３であり



(3) JP 2013-512977 A5 2014.1.23

；
Ｙ０、Ｙ１及びＹ２は互いに独立して水素、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ３～Ｃ１８アルケ
ニル、置換されていない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ４アルキルによって置換されたＣ

３～Ｃ１２シクロアルキル；置換されていない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ４アルキル
によって置換されたフェニル；あるいは置換されていない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ

４アルキルによってフェニル上で置換されたＣ７～Ｃ９フェニルアルキルであり；且つ
Ｚは有機ラジカルであるが；
但し、
（１）ＹがＣ１～Ｃ３０アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルケニル又はＣ１～Ｃ３０スルホニル
である時、成分（Ｉ）はポリオレフィンホモポリマー又はコポリマーであるか又はポリオ
レフィンホモポリマー又はコポリマーと別の合成ポリマーとのブレンドであり；且つ
（２）ｎが２又は４であると同時に、成分（Ｉ）がポリオレフィンホモポリマー又はコポ
リマーであるか又はポリオレフィンホモポリマー又はコポリマーと別の合成ポリマーとの
ブレンドである時、Ｙは更に水素であることを条件とする）
の環状オキシイミドである、請求項１に記載の酸素捕捉組成物。
【請求項１０】
　請求項１に記載の酸素捕捉組成物を含有するポリマー物品。
【請求項１１】
　フィルム、シート又はラミネートである請求項１０に記載のポリマー物品。
【請求項１２】
　同時押出しされた多層フィルムであるポリマー物品であって、
（Ａ）天然ポリマー及び／又は合成ポリマー、好ましくは、オレフィンモノマーのホモポ
リマー及びコポリマーをベースとした前記ポリマー及び
（Ｂ）以下の式（Ｉ）の環状オキシイミドをベースとした有機酸化添加剤
【化２】

（式中、
ｎは１、２又は４であり；
Ｘは＞Ｃ＝Ｏ、＞Ｓ（Ｏ）２又は＞Ｃ（Ｘ１）（Ｘ２）であり；
Ｘ１及びＸ２は互いに独立して水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、置換されていない又は１、
２又は３個の同一又は異なるＣ１～Ｃ４アルキルによって置換されたＣ３～Ｃ１２シクロ
アルキル；又は置換されていない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ４アルキルによって置換
されたフェニルであり；
ＹはＣ１～Ｃ３０アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルケニル、置換されていない又は１、２又は
３個のＣ１～Ｃ４アルキルによって置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル；置換されて
いない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ４アルキルによって置換されたＣ５～Ｃ１２シクロ
アルケニル；炭素数６～１０の二環式又は三環式ヒドロカルビル、置換されていない又は
１、２又は３個のＣ１～Ｃ４アルキルによってフェニル上で置換されたＣ７～Ｃ９フェニ
ルアルキル；置換されていない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ４アルキルによってフェニ
ル上で置換されたジフェニルメチル；置換されていない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ４

アルキルによってフェニル上で置換されたトリフェニルメチル；Ｃ２～Ｃ３０アシル、－
ＣＯＯＹ０、Ｃ１～Ｃ３０スルホニル、－Ｓｉ（Ｙ１）３又は－Ｓｉ（ＯＹ２）３であり
；
Ｙ０、Ｙ１及びＹ２は互いに独立して水素、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ３～Ｃ１８アルケ
ニル、置換されていない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ４アルキルによって置換されたＣ
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３～Ｃ１２シクロアルキル；置換されていない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ４アルキル
によって置換されたフェニル；あるいは置換されていない又は１、２又は３個のＣ１～Ｃ

４アルキルによってフェニル上で置換されたＣ７～Ｃ９フェニルアルキルであり；且つ
Ｚは有機ラジカルであるが；
但し、
（１）ＹがＣ１～Ｃ３０アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルケニル又はＣ１～Ｃ３０スルホニル
である時、成分（Ａ）はポリオレフィンホモポリマー又はコポリマーであるか又はポリオ
レフィンホモポリマー又はコポリマーと別の合成ポリマーとのブレンドであり；且つ
（２）ｎが２又は４であると同時に、成分（Ａ）がポリオレフィンホモポリマー又はコポ
リマーであるか又はポリオレフィンホモポリマー又はコポリマーと別の合成ポリマーとの
ブレンドである時、Ｙは更に水素であることを条件とする）
を含有する、ポリマー物品。
【請求項１３】
　食品包装材である請求項１２に記載のポリマー物品。
【請求項１４】
　請求項１に規定された酸素捕捉組成物を食品包装材に用いる使用。
【請求項１５】
　請求項９に規定された式（Ｉ）の環状オキシイミドの酸素捕捉剤としての使用。
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